
１　歳入・歳出要求額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　予　算　額　　 Ａ 23,831,892 9,558,398 14,273,494

歳　出　予　算　額　　 B 26,134,011 9,558,398 16,575,613

差　 　　引　　 　額  Ａ－Ｂ △ 2,302,119 - △ 2,302,119

２　歳入・歳出査定額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　査　定　額　　 ａ △ 817,892 △ 705,530 △ 112,362

歳　出　査　定　額　　 ｂ △ 1,470,011 △ 705,530 △ 764,481

差　 　　引　　 　額  ａ－ｂ 652,119 - 652,119

３　最終予算額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳入予算額　α＝ Ａ＋ａ 23,014,000 8,852,868 14,161,132

歳出予算額　β＝ Ｂ＋ｂ 24,664,000 8,852,868 15,811,132

差　 引 　額    α－β　 △ 1,650,000 - △ 1,650,000

※　財源不足額（１６億５千万円）については、財政調整基金及びモーターボート競走事業会計

　　 からの借入金により補てんする。

４　基金残高（普通会計活用分）の推移 （単位：千円）

区　　　　分 平成３０年度末 令和元年度末（見込） 令和２年度（当初）

財 政 調 整 基 金 1,860,884 1,675,573 875,573

減 債 基 金 185,606 307,733 307,733

そ の 他 特 定 目 的 基 金 1,419,128 2,036,064 2,162,464

計 3,465,618 4,019,370 3,345,770

※　「令和元年度末（見込）」は、一般会計３月補正予算（第４号）までの増減を反映した基金残高である。

※　「令和２年度（当初）」は、令和２年度当初予算における財源不足額を補てんした後の基金残高である。
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